
 
 

竹の化学資材化を通じた放置竹林問題対策 

京都府長岡京市 里山資源 代表 ○篠崎真 

１．活動方針・目的 

竹林栽培は戦後奨励されたが生産性の低下と共に放置されるようになってきている。放置

竹林問題は景観など以上に生態系の破壊や生物の種の多様性を脅かす大きな問題である。 

そこで我々は竹を新たな産業資材化することを通じて、地域に新たな雇用を興すとと

もに放置竹林の解消に向けての活動を行っている。 

２．活動内容 

かつて（平成 22,23 年度辺り）は放置竹林のボランティア伐採活動を行っていたが、

現在（平成 26 年度以降）ではより高次元を目指して、竹を新たな産業資材化することで

放置竹林に再び人手が入る社会構造を作ろうとしている。 

昨今は化学資材化に注力し、まずは安全性の高い緑色色素としての開発を検討してい

る（先には健康食品や昆虫忌避剤などへの展開も頭の片隅においている）。 

我々の目的は（我々が町工場を興すことは二の次であり）技術と着目点を開発し、方

法論を世に広く公開し、日本中の放置竹林に人手を戻すことを主眼としている。 

具体的には、まず竹（稈でも葉でも）から緑の抽出液を採る。安全性は高いと思われ

る。そのままでは褪色し易いので（食品向けを意識しつつ）緑色保持加工の技術の検討

や安全性の確認を行っている。 

差別化として、竹にあって他の植物（ホウレンソウやヨモギなど）にない薬効や栄養

などがあって欲しいと思い今年から調査検討に着手している。 

尚、我々の活動を模倣していただいても構わないが、連携した方が成果は望まれると

思われる。 

３．他の活動団体の参考となる事例 

ボランティア団体であるが、シンクタンクあるいはファブレス企業的な活動をしている点。

生産は、経験と技能と保証が得られるため、自製より OEM を心掛けている。 

履歴書に書ける活動内容を目指している。人生の時間を費やすだけの意義を心掛けている。 

我々は歴史の浅い団体の割には助成を獲得しているかと思う。助成採択は社会から活

動意義を認めて貰えている証の一部と考える。 

また一人でできることは限られるし、社会を動かすことは難しいので、できるだけ色々

な立場の個人や団体（民産官学）との連携を図り影響力を増す努力を意識している。 

４．今後の課題等 

①後継者と実働メンバーの獲得。現在は高齢者が多い。加わって欲しいのは、サラリーマン、

研究者、士業、一般事務員など。高い社会人ノウハウ（課長技能、査読付き報文、知財など

の知識）をできるだけ伝達するし定例作業はないので気楽にお声掛けいただきたい。 

② 資金と活動場所（特に実験）などの獲得：事務所は交通便利な地にある。次には実験な

ど作業ができる場が欲しい。 

資金のうち特に人件費（給料）が欲しい。シンクタンクあるいはファブレス企業として

成り立つようになりたい。 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


